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特
集

　2016 年 2 月に公開された人気ドラマシリー
ズの劇場版「相棒Ⅳ」。この作品はロケ地と
して北九州市を中心とし撮影されたことでも
話題になりましたが、その際に協力したのが
北九州フィルムコミッション（KFC）です。
　産業構造の変化に伴い、それまで「鉄の町」
として栄えてきた北九州市が活気を失ってい
た頃、当時行われた様々なアンケートでも、
全国の政令指定都市の中で北九州市の都市イ
メージは最下位でした。そこで実際にはとて
も住みやすい魅力的な町の姿を知ってもらお
うと、市が 1989 年に発足したのが、映画・
ドラマのロケ誘致や撮影の支援を行う「北九
州市広報室イメージアップ班」です。日本に
おけるフィルムコミッション組織化の先駆け
として活動に取り組み、2000 年には地元の
商工会議所や観光協会等と共に「北九州フィ
ルムコミッション」を設立しました。
　そもそも東京から遠く、それでいて特に物
語の舞台としてイメージされにくい北九州市
は、映画やドラマのロケ地として不利な環境
でした。ですがフィルムコミッションとして
これまでに支援してきた件数は、映画・ドラ
マ合わせて実に 170 本以上に及びます。ま
た、2011 年には１年で直接経済効果だけで
も３億 5000 万円にも上りました。いかにし
てＫＦＣは北九州市を「映画の町」として盛

り上げてきたのでしょうか。
　基本的にフィルムコミッションの役割と
いうのは、製作者への PR 活動及び地域への
PR 活動からスタッフへのケータリングまで
多岐に渡ります。とりわけ KFC は積極的な
誘致活動の中で、“24 時間フルサポート” を
モットーに映画スタッフとじっくり話し合い
ながら映画作りとは何か、スタッフが求めて
いることは何かを学びながら支援することで
信頼を積み重ねてきました。さらに戦略とし
て挑戦したことが、今まで国内では不可能と
されてきた観光地での爆破シーンや空港での
ハイジャックシーンといった大規模ロケへの
協力です。「相棒Ⅳ」でもエキストラ約 3000
人で小倉の小文字通りを 12 時間にわたり完
全封鎖したパレードシーンのロケが注目を集
めました。これらを数多く成功させてきた実
績が、現在では国内外の映画製作者に高く評
価され、更なる誘致に繋がっています。KFC
は “No guts, No glory, Go for it.”（ガッツの
ないヤツに栄光はない。やってみろ）という
座右の銘を掲げていますが、まさにこの言葉
通りの地道な努力と挑戦的な姿勢こそが大き
な勝因だといえるのではないでしょうか。
　現在この KFC のように、全国で自治体を
中心としたフィルムコミッションが設立され
ています。映画を通じた地域の活性化という
新しい流れによって、「スクリーンに映る地
元の風景」という映画の楽しみ方も今後は増
えていくのかもしれません。

〈稲冨 隆大　㈱稲富プレス工業所〉

「鉄の町」から「映画の町」に ～北九州フィルムコミッションの活躍

映画「交渉人 ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ」では北九州空港にて
実機を使用してハイジャックシーンが撮られた。

「相棒Ⅳ」のパレードシーンの撮影の為に
小倉の小文字通りを 12 時間封鎖した。
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　九州シートメタル工業会の会員各社を順番
に訪問し紹介させていただくシリーズ、第
47 回目は、長崎県西彼杵郡の出口工業株式
会社の出口社長にお話を伺いました。
　平成 13 年に
出 口 社 長 が 個
人 事 業 で 立 ち
上げられ、平成
19 年に法人化、
昨年設立 15 周
年 を 迎 え ら れ
ています。
　主な事業としては、金属部品（配管・製缶・
板金部品等）の設計・開発及び製造と、精密
機械部品の設計・開発及び加工（それぞれ一
部組み立てと塗装も）を手掛けておられます。

　設立 5 年目
には自社製品
の開発・製作
を可能にし、
直近の 3 年間
でマシニング
センタ、レー
ザー加工機、

タレパン、プレスブレーキを導入されていて、
その勢いに出口社長と従業員の皆さんのバイ
タリティーと情熱を熱く感じられました。
　『顧客満足第一』を掲げ、「私はお客様のニー
ズに育てられました。それを返せるのは製品
という結果だけ。」「自分が従業員に教えるこ
とで、自分も学び、成長してきた。その繰り
返しで今の我が社があります。」と、謙虚に語
られる出口社長。その言葉通り、お客様だけ
でなく、従業員の皆さんとの細やかなコミュ
ニケーションもとても印象に残りました。
　毎年、全社員に『テーマ』を発表し、それ
を個々で考えてもらうそうで、今年のテーマ
は『魅力』。自分の魅力、会社の魅力、仕事
の魅力を改めて認識することで、自分を輝か
せる、それがひいては会社や製品の魅力に通

じるという想いから、テーマとして採用され
たそうです。
　さらに、発刊 50 号を超える年 4 回の社内
報は、社長から一方的に発信するものではな
く、各従業員さんに取材協力をしてもらい、
個人的な趣味や結婚・出産等の情報、またこ
れも年 4 回開催されている出口工業主催ゴ
ルフコンペの内容や、お客様主催の駅伝イベ
ント等の出場選抜選手のコメントなど、多岐
に渡る内容を網羅されていて、本当に社内の
皆さんが一丸となって会社を支えていらっ
しゃって、また会社を愛されていることが溢
れてくるような内容でした。
　「 国 内 の
企 業 の 約
97 ％ は 中
小企業。そ
の中で『九
州から世界
へ』という
想 い の 元、
九州でグローバルに活躍出来るようになって
いきたい。板金では後発なので、それだけで
は勝負出来ないという考えから、『自社の良さ』
を発揮して活躍出来ればと思う。止まったら
そこでアウト、と感じている。この想いを共
有出来る企業が多数参画されていると感じ、
九州シートメタル工業会に入会しました。」
　そう熱く語られる（私が感じる）出口社長

ご自身の魅力で
すが、『本当に
裏表のない、ス
トレートな熱血
漢！』というと
ころに尽きると
思います。

〈宮本 健司　㈲ユー・アイ技研〉

会社概要
名称：出口工業株式会社
住所：長崎県西彼杵郡時津町左底郷 1-7
TEL：095-881-3348
FAX：095-881-3362
H P ：http://deguchikougyou.com/
E-mail ：info@deguchikougyou.com

企業探訪
出口工業株式会社

第47回

整理整頓された日並工場

とても仲の良い出口社長ご夫妻

出口社長（左）にインタビューする筆者（右）

本社工場外観
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　第 20 回定期総会が、４月 20 日（木）40 社 64 名の会員の出席
により、ホテルセントラーザ博多にて盛大に行われました。平成
28 年度の実施事業報告、収支決算報告及び平成 29 年度の事業計画

（案）、予算計画（案）の議案について会員の皆様に承認頂き、平成
28 年度の板金技能検定の合格者発表、相変わらず九州勢の目覚ま
しい活躍の続く第 29 回優秀板金製品技能フェアの表彰もされ、ロ
ゴマークのアイデア公募のご案内もありました。また企画推進委員
会を７年にわたり２代目委員長として会を牽引頂いた㈱田名部製
作所の田名部社長から、３代目委員長ナサ工業㈱長澤専務へとバト
ンタッチされました。

　続いて第２部の記念講演会が開催され、㈲薗田経
営リスク研究所代表取締役薗田恭久様による、戦略
的な事業承継を進めるためのポイント～後継者目
線で考える事業承継対策～という題目にて講演が
行われ、独立行政法人中小企業基盤整備機構からの
ご案内もありました。
　第３部の懇親会では、闘病生活から見事に復帰さ
れた八祥産業㈱の原田社長に拍手が送られ、新しく
入会された熊本の㈱ダイチ様のご紹介もあり、和や
かに時間が経過して無事閉宴することが出来まし
た。
　たくさんのご出席、誠にありがとうございまし
た。次回第 21 回定期総会は、九州シートメタル工業会が発足 20 周年を迎えることを記念して、
平成 30 年４月 19 日（金）にホテル日航福岡にて開催予定です。たくさんのご出席をお待ち
しております。

〈白水 靖久　㈱新栄製作所〉

第20回『定期総会』開催される

工業会からのお知らせ

懇親会の様子

挨拶する田名部会長

公演する薗田氏
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工業会からのお知らせ

新委員長・副委員長挨拶

　この度、企画推進委員長を拝命いたしました、ナサ工業の長澤と申します。

　まず、企画推進委員会について改めてご説明いたします。

　平成 11 年に、当工業会と雇用能力開発機構との共同事業である人材高度化支援事業を推進

する為に発足された「人材高度化運営委員会」が、活動の範囲を広げ、平成 13 年 9 月より「企

画推進委員会」と名称変更して、主に次の 3 つの役割を担い活動しております。

　①人材教育訓練 ( セミナー ) の企画，立案及び実践

　②会報誌の制作，ホームページの運営管理

　③優秀板金製品技能フェアへの作品出品と参加呼びかけ

　また、ここ数年は新たな取り組みとして、工業会の認知度向上と新規会員勧誘を目的とした

展示会出展を行っております。

　加えて本年度は、来年 4 月の工業会設立 20 周年記念総会に向け、記念誌や DVD の制作，

ロゴマークの募集等、準備を進めております。

　委員会は現在人数 16 名、平均年齢 43 歳。上記の活動だけでなく、比較的若い経営者同士

での情報交流の場としても楽しく活動しております。今後は、お互いの学びの場としても活用

していけたらと考えております。ご興味のある方はぜひ参加をお願いします。

　最後になりますが、「技術情報 ･ 経営情報の交流，加工技術研究，経営研究，技能教育，人

材の高度育成の促進」という工業会の設立目的に向け、推進委員一同さらに頑張ってまいりま

すので、これからもご協力のほど宜しくお願いいたします。
〈長澤 敏光　ナサ工業㈱〉

長澤委員長（左）と植木副委員長（右）
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工業会からのお知らせ

板金技能検定合格おめでとうございます！

工場板金
作　業 級 氏　名 事　業　所

特級　工場板金 特級 貞苅　伸昭 ㈱三松
機械板金 1 級 児島　勇樹 ㈱鐘川製作所
機械板金 1 級 下河　　純 ㈱ヤスナガ
機械板金 1 級 亀田　秀明 ㈱三藤製作所

数値制御タレットパンチプレス 1 級 二宮　敦士 ㈱鐘川製作所
機械板金 2 級 荒木　啓吾 八祥産業㈱
機械板金 2 級 窪田　太郎 八祥産業㈱
機械板金 2 級 柿本　英幸 ㈱三藤製作所
機械板金 2 級 阿嘉　　栄 長嶺電機㈱
機械板金 2 級 川元　涼平 ㈱三松
機械板金 2 級 梶原　拓也 ㈱鐘川製作所
機械板金 2 級 池田　祐介 ㈱鐘川製作所
機械板金 2 級 岸川　勇介 ㈱三松
機械板金 2 級 山内　祐樹 長嶺電機㈱

数値制御タレットパンチプレス 2 級 池本謙二郎 北九州住設㈱
数値制御タレットパンチプレス 2 級 平木　健太 ㈱三松
数値制御タレットパンチプレス 2 級 阿部　　哲 ㈱三松
数値制御タレットパンチプレス 2 級 平井　夕貴 ㈱三松

板金技能検定　合格者

　平成 28 年度の板金技能検定試験が、平成 29 年 1 月 29 日に筆記試験、1 月 14 日と 2 月 4
日に実技試験が行われ、九州シートメタル工業会から 35 名が受験し、下記 18 名の方が合格
されました。（合格率 51％）
　検定前講習や各受験者の努力が実を結び、難関を突破され、技能士の称号を手に入れられま
した。また、今年も工場板金特級に㈱三松の貞苅伸昭様が合格されています。

合格者のコメント
工場板金　特級合格
株式会社三松　貞苅 伸昭
　工場板金 特級は 1、2 級と違い各種管理の手法や原価、 労働安全衛生
去など出題範囲が広く非常に苦戦しましたが、今回は 8 年分の過去問
題を事前に準備し勉強した甲斐もあって無事合格することが出来まし
た。
　私はこの業界に人って 30 年近く経ちますが、試験を通じてまだまだ
知らない内容が数多くあることを改めて痛感しました。

　そういった事も含めて、今回の受験は大変参考になりました。今後はここで得た知識を実務
で活かせる様、精進していきます。
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工業会からのお知らせ

機械板金　１級合格
株式会社三藤製作所　亀田 秀明
　今年で何回目の受験なのかわからないくらい受験し技能検定の常連と化し
ておりましたが、今回めでたく合格できました。
　今回は例年とは違い展開長を出すまでの卓上での練習を繰り返しましたの
でシャーリング、曲げの作業時間に余裕ができ落ち着いて対処できました。
　限られた時間の中でさまざまな作業の誤差を修正する時間があったことが

良かったと思います。
　毎回練習はほとんどしてませんでしたが、今回は卓上での練習を 20 回、実作業の練習を 10
回以上と決めて試験に臨みましたので良い成果につながりました。

数値制御タレットパンチプレス　１級合格
株式会社鐘川製作所　二宮 敦士
　今回、数値制御の 1 級を受検しました。
　仕事では、溶接を担当していますが溶接以外の自社の設備を知る事と板金
の仕事の幅が少しでも広がればとの思いから挑戦しました。
　普段の仕事では使わないＰＣを使ってのプログラム作成では、自分の思っ
た通りに動かせない事や、ＮＣでの打ち抜き作業では、金型の入れ間違いが

あったり、1 からの挑戦でしたが各部門の方の協力と指導のおかげで、無事に合格する事が出
来ました。
　合格した事をゴールにせず、今までの知識を合わせながら、今後の仕事に生かしていきたい
です。

機械板金　２級合格
長嶺電機株式会社　山内 祐樹
　今回は２度目の試験で合格しました。最初の試験の時は学科に気を取ら
れ、実技まで気が回らなく散々な結果でした。今回は学科が免除で実技の練
習に充分な時間を費やすことができ、ある程度の自信は有りましたが合格の
結果が出るまでは内心ヒヤヒヤしていました。今回は会社から三名で試験に
挑み、二名合格することが出来ました。今回の経験を糧にして次回一級取得

に向けて日々、切磋琢磨し会社内の技術向上に努める所存であります。あと、次に受験する社
員のサポートもしていきたいです。

数値制御タレットパンチプレス　２級合格
北九州住設株式会社　池本 謙二郎
　板金技能検定の受験にあたり、AP100 展開機能を学ぶ場面があり、まだ
まだ知らない機能があることに自分の勉強不足を感じました。また試験で問
われた事は基礎的事柄でしたが、板金作業全般に係ることだった為、他工程
の事も考えるとても良い機会になりました。
　今回、数値制御タレットパンチプレス板金作業の資格取得の為に勉強した

事を今後の業務に生かしていきたいと思います。来年度は１級に挑戦したいと考えております。
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工業会からのお知らせ

　3 月 4 日（土）アマダ　フォーラム 246（神奈川県伊勢原市）にて、第 29 回アマダ優秀板
金製品技能フェア表彰式が行われました。応募総数 267 点　（学生 28　海外 93 含む）という
高いレベルの激戦の中、今回も九州シートメタル工業会メンバーが大活躍で、ナサ工業株式会
社の作品「FLAT-PANEL-CHAIR」が厚生労働大臣賞に、シンエイメタルテック株式会社の作
品「遊星歯車」が組立品の部の金賞に選ばれたのをはじめ、全部で 8 点が入賞する快挙でした。
九州の受賞作品は以下の通りです。

　表彰式、交流会、その後の食事会、
2 次会、3 次会と技術話を中心に深
夜まで九州工業会メンバーで交流を
深めました。来年は記念すべき 30
回大会です。奮ってご参加ください。

〈植木 剛彦　㈱ナダヨシ〉

厚生労働大臣賞
FLAT-PANEL-CHAIR

ナサ工業㈱

組立品の部　銅賞　
Moving  blades

ナサ工業㈱

組立品の部　アマダ賞
ホテル・学校用調理器 1/5 サイズ

㈱ナダヨシ

高度溶接品の部　銀賞
オードブル保温器

㈱ナダヨシ

組立品の部　審査委員会特別賞
吸水フィルタ

㈱田名部製作所

組立品の部　金賞
遊星歯車

シンエイメタルテック㈱

高度溶接品の部　銅賞
METAL  DICE
ナサ工業㈱

組立品の部　技能賞
上昇と下降

㈱鐘川製作所

交流会の様子 表彰式会場

深夜まで・・

大盛況！！

第29回アマダ優秀板金技能フェア表彰式
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工業会からのお知らせ

九州シートメタル工業会
【ロゴマークのアイデア】の公募のご案内

謹啓、早春の候、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は、本工業会発展の為、格別なるご指導、ご協力を賜り厚く御礼申
し上げます。
　本日のご案内は、本工業会が発足 20 周年を迎える事を記念し、その記
念事業の一環として、新たに工業会のシンボルとなるロゴマークを広く会
員の皆様から公募致したくご案内申し上げます。
　このロゴマークは、今後の工業会の活動で活用してまいります。つきま
しては、ロゴマークのデザインのアイデアを下記の応募要項に従ってご応
募下さいます様、切にお願い申し上げます。　　　　　　　　　　敬  白

・応募方法：書式は PDF、イラストレーター等、特に指定はございませんので、デザ
　　　　　　インのアイデアの理由も添えて、事務局までメール又はファックスにて
　　　　　　お送り下さい。
　　　　　　（メール送付先：ｔ - ａｒａｋｉ＠ａｍａｄａ . ｃｏ . ｊｐ）
　　　　　　（ＦＡＸ送付先：０９２－５８０－８５７７）
・応募資格：会員企業に所属する方
・応募期間：８月３１日まで
・結果発表：役員・理事による選考の上、発表致します。
・採用作品の取扱いについて：
　　　　　　採用者は採用作品の一部修正・翻案を主催者に認めることとし、採用作
　　　　　　品の著作権（著作権法第 27 条および第 28 条に規定する権利を含む）は
　　　　　　九州シートメタル工業会に移転します。

　尚、残念ながら参加賞はございませんが、採用者には金一封を用意しておりますの
で、奮ってご応募下さい。

《お問い合わせ先》九州シートメタル工業会　事務局
　　　　　　　　  ㈱アマダ九州支店　安部・荒木
　　　　　　　　  TEL 092-580-8570　FAX 092-580-8577

九州シートメタル工業会　企画推進委員会　ロゴ応募担当　稲冨　隆大
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　皆さんの会社にもあるかもしれませんが、
昨年から会社の自動販売機の横に掲示板を設
置しました。

　会社からのお知らせや、報告、お願いなど
がメインですが、元々の目的は会社内情報以
外に従業員間の情報の共有や日々の工場内作
業の中で毎日のちょっとした楽しみや刺激に
なればと思ったからです。
　休憩時間になると自販機前にジュース待ち
の列ができます。その待ち時間に目を通した
り、何か新しい記事が出ると立ち止まって読
んでる姿が見受けられます。
　例えば A さんのところに赤ちゃんが生ま

れました！名前は○
○ちゃんです。や、
B さんの娘さんが小
学校卒業しました。
の記事と写真を掲載
したり、会社での業
務以外に多様です。
　その他に定期的に
会社内を改善するた
めのテーマごとに標
語を募集し優秀な作

品には賞金を設けています。クオカードなど。
　参加型の募集などはまだまだ少数の応募者
で自分の書いた字や、表現が他人の目に触れ

ることに苦手意識を持つ方が多いです。
　より楽しく参加できるようにするのが課題
です。
　日々新鮮な情報、記事等は難しく、何日も
同じままのこともあります。

　最近よく使うのは無料で家のポストに投函
されている福岡市政便りなどです。
　家族で楽しめるイベント情報や、旬でお得
な情報など様々です。
　一番のお気に入りは掲示板右下にある松岡
修造の毎日修造コーナーです。毎日一回め
くっては一日の心構えとしています。

　31 日で一周です。最近は ‘褒めくり修造’
も並べて読んでいます。
　その手の派生で ‘ヒロシの毎日ネガティブ’
も購入し掲示しようとしましたが、内容が本
当にネガティブで、みんなのやる気がユルく
なりそうだったのでボツにしました。

　これからも私自身楽しみながら課題も多い
ですが継続してやっていこうと思います。

〈柴垣 拓史　㈱柴垣製作所〉

★マイブーム★

社内交流のエースをねらえ

柴垣会長と従業員の娘さん
（小学校卒業式後来社）

社内の安全標語

社内の掲示板

褒めくり修造
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編 集 後 記
　我が家で飼っているティアラ（チワワ ♀）がもうすぐ満 11 歳になります。
　元々は妹が飼いたいといって飼い始めたはずが、いつの間にか犬が苦手だった母の方が世話
をするようになり、今では完全に妹＜母な状態で母にべったりです。
　私の弟は知的障害があり、現在グループホームに入居中で月に２回
帰ってくるのですが、弟が家にいるとティアラは何かにつけて弟の動き
が気にかかる様子です。弟はさすがに自分の家の犬には慣れてはいるも
のの、自ら触れることはまずなく、ティアラが自分に吼えてもわれ関せ
ずです。お互いにどう接してよいか分からないといった感じですが、仲
が悪いという訳でもなく、弟がソファに横になっていたりすると、ティ
アラもピッタリくっついてくつろいでいる光景をよく見ます。お互いに
意思の疎通が難しい者同士、見方によっては一番波長があっているよう
にも見え、何となく微笑ましい気持ちになってしまいます。

〈稲冨 隆大　㈱稲富プレス工業所〉

九州シートメタル工業会　ホームページ　http://www/kyushu-sma.gr.jp
ホームページアドレス・メールアドレスを変更された会員の方は、事務局までご連絡下さい。

発行日　平成 29 年 5 月 25 日
発　行　九州シートメタル工業会
事務局　株式会社アマダ 九州支店
　　　　〒 816–0912　福岡県大野城市御笠川 1–9–4
　　　　TEL 092-580-8570

シートメタル 九州　第48号
（九州シートメタル工業会会報）

今回の表紙
世界遺産　姫路城（白

はくろ

鷺城 ･白
しらさぎ

鷺城）

　日本名城の一つと称され、1993 年には世界遺
産リストに登録。
　また、別名出世城とも言われ黒田氏 ･ 羽柴氏が
城主として城代しており、その後は天下統一の拠
点を大阪に移すべく大阪城へ。
　そして、日本の城なかでも築城から一度も甚大
な被害を受けていない城の城の一つとされてお
ります。
　今回、初めての姫路城観光でありましたが城壁
の白さと城の大きさに心奪われました。

〈北條 裕人　ウメザキシートメタル㈱〉


